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泌尿器 科領域におけ るCefatrizineの 使用 経験

河 村 信 夫 ・大 越 正 秋

東海大学医学部泌尿器科教室

Cefatrizine(CFT)は 半合成セファロスポ リン系抗生

物質でセファレキシソ(CEX)よ り抗菌力が強いといわれ

る。今回われわれは萬有製薬(株)か ら同剤のカプセルの

提供を受け,臨 床的に使用する機会を得たので報告する。

§ 臨 床 成 績

a) 対象および投与方法

昭和50年2月 から7月 までの間に,東 海大学医学部附

属病院泌尿器科外来を受診した25名 の尿路感染症を有す

る患者を対象とした。その うち8例 は脱落 し,判 定し得

たものは男子3例,女 子14例 であった。

用量は125mgま た は250mgの カプセルを1日3～

4回 投与とし,1日500～1,000mgを 使用 した。

b) 判 定

判定には細菌の消失,尿 中白血球の消失または減少,

自覚症状の改善,の3項 目を主な指標とし,と くに急性

単純性膀胱炎については,わ れわれが昭和50年 度の化学

療法学会総会において提示した 「膀胱炎研究会の薬効判

定基準」(Abb.1)に 準 じて判定 した。すわなち,起 炎菌

と,尿 中白血球,排 尿痛の消失の3つ を,投 与3～4日

目で認めるものを著効とし,以 下 この3つ のパラメータ

ーの組合せによって有効,無 効を判定した。

c) 結 果

Tabelle1の とお りである。著効13,有 効2,無 効2と

判定された。有効率88.2%で ある。 この うち急性膀胱

Tabelle2.
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炎 だ け を み る と,著 効10,有 効1,無 効0で,全 例 に有

効 で あ った 。

菌 種 別 に み る と,E.coliに つ い て は 著 効13,有 効2,

無 効1で,Alkaligenes faecalisに 対 して用 い た1例 は.

無 効 で あ った 。

d) 検 査 所 見 お よび 副 作 用

Tabelle2の とお り,11例 に つ い てCefatrizine投 与

前 後 また は 投 与 後 の検 査 所 見 に つ い て検 討 した が,と く

に異 常 を 認 め なか った 。

脱 落 例 の中 に2例 の 胃腸障 害 を 認 め た 。 軽 度 の も の で

投 与 中止 に よ り治 癒 した 。

§　臨 床 分 離 菌 株 に 対 す るMHK

CefatrizineとCEX,ABPCに つ き,臨 床 分 離 菌 株 に

対 す るMHKを 検 討 した 。Tabelle3,4の よ うに な り,

E.coliに 対 して はCEX,ABPCに 比 し てCefatrizine

の効 果 が や や 優 る よ うで あ る。

§　結 語

1) Cefatrizineを17例 の 尿 路 感 染 症 患 者 に使 用 し,

有 効15例,無 効2例 の結 果 を 得 た 。

2) 副 作 用 は25例 中2例 に 認 め た 。 軽 度 の 胃腸 障 害 で

あ った 。

3) E.coliに 対 してMHKはCEXよ りも低 い。
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DIE KLINISCHE ERFAHRUNG UBER CEFATRIZINE UROLOGISCHE 

STANDPUNKT

NOBUO KAWAMURA Urid MASAAKI OKOSHI 

Urol. Abteil. d. Tokai Universitatklinikum

1) Cefatrizine zu 17 urologische Patienten beniitzt. Fiir 15 Patienten , effektiv und fur 2 nicht 
effektiv, als Ergebniss.

2) Die Nebenwirkung war in zwei Falle befunden. Die waren leichte Appetitlosigkeit und Diarrhoe .
3) Cefatrizine wirkt fur E. coli in geringer MHK als CEX.

Abb.1 Regel der Beurteilung

(fur Cystitis acuta)

Tabelle3. Sensibilitat d.E.coli

Tabelle4


